
平成29年度の市内河川魚類生息状況調査結果
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

コイ コイ 1 1 1 5 15 2 4 29 57

ギンブナ 2 1 1 3 1 6 1 13

フナ属
*＃ 1 1 4 15 1 3 25

カネヒラ 3 1 6 7

タイリクバラタナゴ 4 1 1

ハス 5 2 2

オイカワ 6 14 47 1 1 152 215

モツゴ 7 1 1 1 1 18 22

カワヒガイ 8 2 4 6

タモロコ 9 1 1 2

ヨドゼゼラ 10 2 2

カマツカ 11 2 1 2 3 27 35

ニゴイ属* 12 30 12 17 59

コウライモロコ 13 62 2 3 9 1 11 3 91

ドジョウ ドジョウ 14 2 2

カダヤシ カダヤシ 15 5 29 8 13 55

メダカ ミナミメダカ 16 14 14

タウナギ タウナギ 17 1 1

サンフィッシュ ブルーギル 18 14 19 1 25 1 21 81

オオクチバス 19 13 15 2 1 10 41

コクチバス 20 1 1 2

ドンコ ドンコ 21 1 1

ハゼ カワヨシノボリ 22 3 3

ウナギ ニホンウナギ 23 11 4 15

キュウリウオ ワカサギ 24 14 7 1 2 19 43

アユ アユ 25 2 4 1 8 6 8 24 53

カワアナゴ カワアナゴ 26 2 2

ハゼ ウキゴリ 27 1 4 5

シマヨシノボリ 28 1 1

ゴクラクハゼ 29 2 1 1 4

旧トウヨシノボリ類 30 4 1 5

ヌマチチブ 31 6 7 13

チチブ 32 6 6

ニシン マイワシ 33 1 1

サッパ 34 2 1 4 47 54

コノシロ 35 18 1 3 22

カタクチイワシ カタクチイワシ 36 50 159 31 1 241

トウゴロウイワシ トウゴロウイワシ 37 1 1

サヨリ サヨリ 38 1 6 7

スズキ スズキ 39 3 13 47 2 3 21 5 1 7 36 13 6 157

ヒイラギ ヒイラギ 40 1 1

タイ ヘダイ 41 6 6

クロダイ 42 9 3 12

キチヌ 43 1 17 1 1 1 2 23

ボラ ボラ 44 36 8 17 2 21 36 6 20 16 1 12 5 2 11 14 50 19 276

セスジボラ 45 2 2

メナダ 46 3 17 1 21

ハゼ ウロハゼ 47 6 6

マハゼ 48 3 15 104 6 5 7 2 2 14 2 2 10 16 188

アシシロハゼ 49 3 3

ヒメハゼ 50 8 8

アベハゼ 51 4 4

カレイ イシガレイ 52 1 1
不

明 ハゼ ハゼ科*＃ 14 4 18

地点別総個体数 158 84 115 286 17 54 46 53 70 30 25 25 81 34 56 225 109 95 373 1,936

地点別総重量(kg) 2.76 1.91 0.77 9.17 1.39 1.19 6.51 13.73 2.46 0.22 0.26 1.42 6.74 0.13 2.51 1.48 2.38 2.80 2.29 60.13

地点別出現種数(外来種含む) 17 8 15 21 4 7 5 7 9 5 4 4 8 6 8 6 7 11 22 52

　　　　　　　(在来種のみ) 14 8 12 18 3 5 5 6 7 4 4 4 8 6 8 6 7 11 19 46

   ：魚種名に付されたアンダーラインは、その種が国外外来種であることを示す。

注）各調査時期（春、夏、秋、冬）の結果については、資料3を参照

* ：フナ属、ニゴイ属、ハゼ科は種の確定が困難。フナ属はゲンゴロウブナ、ギンブナのいずれか、ニゴイ属はニゴイ、コウライニゴイのいずれか、ハゼ科はマハゼなどの可能性が
ある。

＃ ：フナ属とギンブナが同時に出現した場合や、ハゼ科と他のハゼ科の種が同時に出現した場合は、フナ属、ハゼ科は地点別出現種数にカウントしなかった。これは、フナ属はギ
ンブナと、ハゼ科は他のハゼ科の種と同じ種である可能性があるので、種数を重複してカウントしないためである。
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